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この度は「ドライキャビ」をお買い上げいただき、誠にありが
とうございました。ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読
みいただき、正しく安全にお使い下さい。

・この取扱説明書の７ページ(裏表紙)に製品保証書がありま
  すので、必要事項をご記入の上、大切に保管して下さい。
・ご購入いただきました製品の機種名および製造番号は、銘
  板シールに記載してあります （銘板シールは本体内部の左
  側面下部に貼り付けてあります） 。

SDシリーズ 

SD-24
SD-40
SD-55

　この製品のドライユニット（除湿装置）には「ペルチェ方式」の技術を採用しており、除湿原理は、半導体結露装置により
庫内の水蒸気を吸収・凝縮させて液体とし、庫外の空気中に自然蒸発させます。
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お使いになる前に、製品の破損、損傷がないかをご確認下さい。
万が一、破損や損傷のあった場合は直ちにご購入店にご連絡下さい。
梱包材は、破損、損傷のないこと、およびテスト運転の完了を確認するまで捨てないで下さい。
下記の付属品に不足がないかをご確認下さい。

ドライユニット
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本製品の扉右側上部にデジタル
湿度計が搭載されています。
湿度と温度が表示されます。

温度表示湿度表示デジタル湿度計※1

電源コード

庫内灯（LEDライト）※2

デジタル湿度計 ※1
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フック支柱

棚板フック

スライド式棚板

扉強化ガラス
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40
25.6
%

庫内灯（LEDライト）※2

本製品の庫内右側手前にLED
ライトが搭載されています。
LEDライトは、扉を開くと点灯し、
扉を閉めると消灯します。

※扉を閉めてもLEDが消えない場合は、庫内〇印部分の
　接触ピンを少し手前方向に曲げて調整して下さい。



棚板フックを、庫内側面のフック支柱のフック穴に差し込み、
そこへ棚板を差し込み設置します。
棚板はスライド式になっており、引き出せます。

注：棚板を強く引き出すと棚板が外れる恐れがありますので、
　  棚板を引き出す時は、ゆっくり注意しながら引き出してく下さい。

★輸送中の取っ手の干渉によるガラス割れを防ぐため、一部の商品
　は取っ手を逆に取り付けて出荷しております。 
　取っ手を扉前面に取り付け直し、ご使用下さい。

フック穴

フック穴

棚板フック

両側の棚板フックに棚板を差し込み
奥側にスライドさせる

棚板

カメラ・レンズを保管する際の湿度は約３５～５０％RHの範囲内が最適です。

①電源プラグを交流（AC）１００Ｖのコンセントに差し込んで下さい

②庫内湿度設定方法

※１ 湿度調整器は正確な湿度をコントロールするものではありません。
※２ エアコンから出される冷風や温風が直接あたる場所に設置すると、その影響によって庫内湿度が
　　 不安定になることがあります。
※３ 本製品には温度調節機能はありません。ディスプレイの温度値は参考値であり、調節することはできません。

 上記の状態で湿度が安定するまで１～２日間位様子を見て下さい。 

電源コードの一方の端を除湿機の背面または側面のジャックに差し込み、
もう一方のプラグを AC100Vコンセントに差し込んでください。

扉右上に設置してある湿度計（右図１）にて庫内湿度をご確認下さい。
湿度が35～50％RHの範囲を超える場合は、右図２のコントローラを回して湿度を
調節して下さい。

庫内湿度が高い時：　　　湿度コントローラをHI方向へ調節して下さい。
庫内湿度が下り過ぎる時： 湿度コントローラをLO方向へ調節して下さい。

湿度調整方法

※本製品には湿度を上げる機能はないので、環境湿度より湿度を上げることはできません。

③最初は品物を入れずに半日程度（約１２時間）空運転して下さい
・庫内湿度が下ったことを確認してから品物を入れます。　 ・ドライキャビは急速に湿度を下げるものではありません。

（特にボディ裏側のドライユニット）

庫内湿度 温度
図１　湿度計

図２　湿度コントローラ

（LO:高湿度　　HI：低湿度）

※SD-24に棚板はございません。



地震等により転倒するおそれがあります。市販の転倒防止器具等で補強することをオススメ致します。

周囲が低湿（例：30％RH以下）の時に設定湿度を高湿（50％RH）にセットしても、加湿機能はないので湿度は上がりません。
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６

表示湿度を確認し、ドライキャビが常に正常に運転しているかどうかをご確認下さい。
なお、すでにカビが発生している品物を収納した場合、そのカビが他の収納品に移るおそれがありますのでご注意下さい。
（本機には殺菌またはカビを除去する機能はありません。）

除湿動作中、背後のラジエーターは熱放散により一定の温度になりますが、これは正常な現象です。安心して使用してください。
冬季にご使用の場合、室内温度が庫内温度よりも低い場合、ドライユニット内部に霜が付くことがありますが、これは自然現象
であり、調湿には影響ありません。

７

室温が低い時は、結露した水が凍結する恐れがあるのでコントローラをLO方向に回してご使用ください。

ドライキャビが正常に運転しているかどうかを２～３日に１度は湿度表示で点検して下さい。
(注)付属の湿度計も市販の湿度計（高価なものであっても）も、湿度の誤差は±５～７％ＲＨ位あります。市販のものは湿度６０％ＲＨ位
を基準につくられていますので、低湿度では誤差が大きくなります。庫内湿度の確認は、ドライキャビの湿度計で行って下さい。

① 湿度表示を見て確認して下さい

② 電源コードとプラグを確認して下さい（漏電や発火のおそれがありますので、定期的に必ず点検して下さい）
・プラグがコンセントにしっかりと差し込まれていますか？
・プラグが異常に熱くなっていませんか？ → 異常に熱い時は、直ちに使用を止めて当社までご連絡下さい。
・電源コードが擦り切れていたり、痛んでいませんか？ → 痛んでいる時は、直ちに使用を止めて当社までご連絡下さい。
・プラグにホコリが溜まっていませんか？ → 溜まっている時は、プラグをコンセントから抜いて掃除して下さい。

③ ドライユニットを確認して下さい
（特にご購入後５年以上経過した場合は１カ月に１度は必ず点検して下さい）
・ドライユニットの背面の排気口にホコリが溜まっていませんか？
　→溜まっている時は、電源プラグをコンセントから抜いて掃除して下さい。
・ドライユニット本体が変色していたり、異常に熱かったり、異常な臭いがありませんか？
　→異常のある時は、直ちに使用を止めて当社までご連絡下さい。

④ 本体が汚れた時は
・通常の汚れは化学雑巾またはやわらかい布で軽くふき取って下さい。
・それでも取れない時は、家庭用中性洗剤を水で薄めてご利用下さい。
・洗剤を使用した後はよくふき取って下さい。



湿度が下がらない
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（次頁「ドライユニットの外し方」参照）

扉をしばらく開放して下さい。

湿度設定が高く設定されてませんか？ 湿度コントローラをHI方向に回して下さい。

湿気を含む品物を入れた時は、湿度が下がり
にくくなります。設定湿度を下げてしばらく様子
を見て下さい。

湿度設定が低く設定されてませんか？ 湿度コントローラをLO方向に回して下さい。

※寸法のWは幅、Ｄは奥行き、Ｈは高さを表します。

W298×D290×H355
40
8

樹脂製引出し式  1枚

50
9

W300×D340×H410
W378×D240×H193

20
5

なし

W380×D290×H248
W298×D290×H505

樹脂製引出し式  2枚

W300×D340×H560

スチール製ブラック塗装

前面強化ガラス　マグネット付
ペルチェ方式

デジタル式温湿度計
AC100V  4 ~10W 

SD-40SD-24 SD-55

修理、点検等でドライユニットをはずす時は、電源プラグをコンセントから抜いてから
行って下さい。
また部品をはずす際に、怪我をしないようにご注意下さい。

破損しないように段ボール等でしっかり梱包して、郵便小包でお送り下さい。

修理完了後のドライユニットは、元通りにつけて下さい。

取付後「ドライキャビの正しい使い方」に準じてご利用下さい。
収納物を入れたままテストの時は湿度が安定するまで2日程様子を見て下さい。

※通常は到着後1週間位で修理し、ご返送致します。

ドライユニットは、庫内のドライユニットの４つのビスを外すと（図1）、本体外側に
ずらせますので、ドライユニットに接続されているコードを抜き（図2）、ドライユニット
を取り外してください。
コードは強く引っ張ると故障の原因となりますので、優しく引き抜いてください。
※コードを引き抜く際は、ピンセットなどをお使いください。

➡

コード

➡

➡

➡

ビス

ドライユニット

図１ 庫内側

図２ 庫外側
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１.  使用状態が正常にもかかわらず、保証期間内に製品に不具合
　   が生じた場合は、製品保証書を添付の上、販売店または当社に
 　  修理をお申し付け下さい。無料修理いたします。
２.  保証期間内であっても、次の場合は有料修理となりますのでご
 　  了承ください。

①使用上の誤り、不当な修理・改造による故障及び損傷。
②接続した他の機器から障害を受けた場合。
③火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、異常電圧、
　指定外の電源使用による故障および損傷。
④特殊な環境での使用による故障および損傷。
⑤消耗品の交換。
⑥設置場所の移動や運搬中の事故等による故障および損傷。
⑦保証書の提示のない場合。
⑧保証書にお買い上げ年月日、機種名、お客様名、販売店など
　の必要事項の記入のない場合、または故意に字句を書き換
　えられた場合。

⑨修理はほとんどの場合、ドライユニットや湿度計等の部品
　を外して当社にお送りいただくことになります。ただし、お
　客様のご要望により出張修理を行う場合は出張料金等が
　かかります。

３.  保証範囲は上記を限度とし、対象製品の故障に起因するお客
　   様での二次損害（収納物や装置の損傷、機会損失、逸失利益等）
  　 及びいかなる損害も補償の対象外とさせていただきます。
４.  この製品保証書は、日本国内においてのみ有効です。
５.  この製品保証書は、再発行致しませんので、大切に保管して
　   下さい。
６.  その他

①保証期間経過後は有料修理とさせていただきます。
②保証期間の内外にかかわらず、収納品に損傷、変質、劣化、
　故障等の発生した場合、その責を負いかねますので予め
　ご了承下さい。

３
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・製品保証書に必要事項をご記入下さい。また、販売店の捺印がない場合は領収書（または商品名、お買い上げ日等の証明可能
  な書類）を貼り付けておいて下さい。
・機種名および製造番号は、銘板シールに記載してあります（銘板シールは本体内部の左側面下部に貼り付けてあります）。
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http://www.dry-cabi.co.jp
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